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特集1：自動化・遠隔操作化で切り拓く未来（一般建機）

成長戦略

自動化・遠隔操作化で
切り拓く未来

特集1：プロジェクトストーリー

　土木・建設業界では、就業者の高齢化や労働力不足が深刻化するなか、

インフラの老朽化対策や自然災害の頻発・激甚化への対応が求められて

おり、現場を取り巻く課題はますます複雑になっています。この傾向は世

界中で共通しており、社会インフラの更新やエネルギー関連施設の整備、

デジタルインフラへの投資拡大などにより建設需要が高まる一方で、人

材確保が大きな課題となっています。また、生産性向上へのニーズに加

え、災害復旧現場や危険を伴う作業現場において、安全性向上を実現す

る自動化・遠隔操作化技術への期待は一層高まっています。

　こうしたお客さまの現場課題に対し、コマツは早くから自動化・遠隔操

作化に取り組んできました。1960年代には、危険を伴う作業現場など
に人が立ち入るリスクを低減するため、ブルドーザーの無線遠隔制御装

置の開発に着手しました。本技術は、その後世界初の水陸両用ブルドー

ザーの開発に応用されています。また2013年には、ICT建機を市場導入
し、作業機操作のセミオート化を世界で初めて実現しました。これにより、

熟練オペレーターの技術がなくても、高精度な施工が可能となりました。

　さらに2015年には、建設現場のプロセス全体をデジタル技術で可視
化し、施工の最適化を支援するソリューション「スマートコンストラクショ

ン®」の提供を開始しました。機械の高度化による施工精度の向上に加え、
施工データを活用して現

場全体の生産性向上を

図ることで、お客さまの課

題解決を支援しています。

　土木・建設現場では、労働力不足への対応に加え、安全性や生産性の

向上、多様な人材が活躍できる環境づくりへの関心が高まっており、建

設現場の働き方や業界の魅力度向上につながるような技術への期待も

寄せられていました。こうした声を受け、コマツは2022年に建設機械向
け遠隔操作システム「Smart Construction Teleoperation」の開発に
着手し、2024年に販売を開始しました。開発を担ったのは、建設現場の
デジタル化と生産性向上を加速するため、コマツからカーブアウトして設

立されたグループ会社 株式会社EARTHBRAINです。
　Smart Construction Teleoperationは、事務所などの安全で快適
な環境から油圧ショベルを遠隔操作できるシステムです。1台のコック
ピットから複数の建設機械を切り替えて遠隔操作することも可能で、現

場の省人化や作業効率の向上に貢献します。本システムは、コマツが培っ

てきた遠隔操作技術に、パートナー企業の映像技術や通信技術を組み合

わせることで実現しました。また2026年6月には、ICT施工機能を遠隔
操作下でも活用できる「PC200i-12 遠隔システム仕様」を発売し、遠隔
施工の更なる高度化を進めています。

　さらにこのシステムには、スマートコンストラクション®と連携することで、
現場全体の状況を把握しながら施工を進めることができるという特徴が

あります。例えば、ダンプトラックの稼働や配車状況を管理する「Smart 
Construction Fleet」と連携することで、オペレーターはダンプトラック
の位置や到着予定を把握しながら作業を進めることが可能です。これに

より、掘削と運搬のタイミングを最適化し、待機時間の削減や現場全体

の生産性向上につなげることができます。

■  土木・建設業界を取り巻く環境とコマツの取り組み ■  業界のイメージを一新する革新的ソリューション
Smart Construction Teleoperation
モビリティーオフィス

コマツは中期経営計画（2025～2027年度）において、モノ価値とコト価値の進化を通じた新たな顧客価値の創出を掲げています。その
重点テーマの一つが、建設・鉱山機械の「自動化・遠隔操作化」です。一般建機では、建設需要が高まる一方で土木・建設業界の労働力不足

が進んでおり、生産性の向上が喫緊の課題となっています。また鉱山機械では重要鉱物需要の拡大を背景に、長時間の安定操業を支え

る自動化技術が欠かせません。コマツは、自動化・遠隔操作化による機械の高度化に加え、施工・運用全体の最適化を支援するソリューショ

ンを組み合わせることで、こうしたお客さまの課題解決に取り組んでいます。本特集では、実際に製品を導入・活用いただいているお客

さまの率直な声を通じて、コマツの自動化・遠隔操作化の現在地と、お客さまの課題解決に向けた取り組みを紹介します。

製鉄所のノロ処理を行うラジ
コンブルドーザー（D125AR）
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特集1：自動化・遠隔操作化で切り拓く未来（一般建機）

　さらに2024年には、「モビリティーオフィス」を発売しました。これは、
大型バンの車内にSmart Construction Teleoperationのコックピット
機能を搭載し、現場近くへ移動して遠隔施工を行うことを目的とした製

品です。また、災害時には被災地へ迅速に駆け付け、ドローンなどで取得

した測量データを活用して現場状況を把握し、復旧計画の立案や危険エ

リアでの初動対応を支援します。

　コマツは、遠隔操作技術とデジタルソリューションを組み合わせること

で、安全性と生産性の向上を支援し、お客さまの現場課題の解決に取り

組んでいきます。

　1954年の創業以来、総合建設業として建築工事や公共インフラ整備
を手掛けてきました。私たちが大切にしているのは、「変わらないことは

後退だ」という考えです。この考えのもと、DX推進にも積極的に取り組み、
2023年には国土交通省からインフラDX大賞を受賞しましたが、これで
満足してはいけないという思いがありました。そして、更なる変革を模索

するなかで出会ったのが、Smart Construction Teleoperationです。
　導入の決め手となったのは、愛媛県で開催された見学会でした。目の

前にある油圧ショベルだけでなく、遠く離れたコマツIoTセンター東京（千
葉県千葉市美浜区）の油圧ショベルまで軽快に動かすことができ、「これ

は使える」と直感しました。

　導入後は、新社屋の増築に合わせてショールームを設置しました。業

界関係者だけでなく、地域情報サイトなどでも取り上げられ、県外から見

学に訪れる人も珍しくありません。人材採用や企業認知度の観点からも、

未来に向けた投資として価値を感じています。

　現在は、河川の氾濫を防ぐための掘削工事でSmart Construction 
Teleoperationを活用しています。オペレーター1人が現場に常駐して準
備や段取りを行い、もう1人が本社のコックピットから遠隔操作を行う体
制としました。これまで片道1時間ほどかかっていた移動時間が大幅に
削減され、施工の効率化につながっています。

　社員に期待しているのは、遠隔操作をきっかけに生産性向上への意識

を更に高めてほしいということです。DX推進によって生まれた時間を自
己研鑽に充て、会社全体の競争力向上につなげてほしいと考えています。

　以前は全く違う業界で働いていました。もともと「大きな機械を動かし

てみたい」という思いがあったところに求人サイトで遠隔オペレーターの

募集を見つけたことが転職のきっかけです。見学に訪れた際、女性オペ

レーターが活躍している姿を見て、「私にもできるかもしれない」と感じ、

入社を決意しました。遠隔操作の魅力は、建設機械の操作経験が少ない

人でも挑戦しやすいことです。最初は奥行き感や実機との違いに戸惑う

こともありましたが、慣れてくると問題なく作業できるようになりました。

欲を言えば、カメラ位置や操作レバーなどが改善されれば、より安全で

使いやすいシステムになると感じています。（平井氏）

　働く環境が改善されたことも実感しています。現場では天候や粉じん

の影響を受けますが、コックピットでの作業は快適で、機械の揺れによる

身体的な負担もありません。必要なときに席を離れることもできるため、

精神的なゆとりにもつながっています。こうした働き方ができると、出産

や育児などのライフイベントを迎えてもキャリアが継続しやすくなると思

います。多様なバックグラウンドを持つ人が活躍できる環境が広がって

いくことに期待しています。（小林氏）

「PC200i-12 遠隔システム仕様」

代表取締役社長 廣瀬 徳男氏（左）
土木事業部 工事システム管理部 部長 星野 正人氏（右）

オペレーター 平井氏（左）、小林氏（右）

「変わらないことは後退」遠隔操作は未来への投資 働く環境が改善されたことを実感

Smart Construction Teleoperationを用いて、本社内で遠隔操作する様子

株式会社廣瀨（新潟県）

Smart Construction Teleoperationを使用しているお客さまの声 

遠隔操作システム「Smart Construction Teleoperation」のコックピット

PC200i-12 遠隔システム仕様と遠隔操作システムを販売開始Web

https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2026/20260616_1
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特集1：自動化・遠隔操作化で切り拓く未来（一般建機）

　当社は1882年の創業以来、140年以上にわたり地域とともに成長し
てきました。土木工事と建築工事の2本柱で事業を展開し、広島を代表
するランドマークの建築に多数携わるほか、2014年、2018年の豪雨災
害では復旧活動の最前線で地域の安全を支えてきました。また、国土交

通省がi-Constructionを掲げる以前からICTやDXの取り組みを進めて
おり、3次元モデル、自動航行ドローン、3Dプリンタ、AR/VRなど先進技
術を導入するとともに、その魅力や価値を発信し続けています。その成果

もあり、現在では社員の3～4割を20代が占め、若い世代が集まる組織
へと変化しています。

　コマツのSmart Construction Teleoperationには以前から注目して
いましたが、移動式のオフィスである「モビリティーオフィス」の登場には

大きな可能性を感じました。特に、山間部や法面工事など危険を伴う現

場での安全性向上や、真夏・真冬の環境下での作業負荷軽減への期待が

ありました。実際に導入してみると、現場ごとに機材を設営する必要がな

いため、移動式であることの利便性は期待以上でした。

今後は複数の現場での活用も視野に入れながら、遠隔施工の適用範囲

を広げていきたいと考えています。また、スマートコンストラクション®の
各種ソリューションと連携して、進捗管理や測量データの確認まで行える

「移動型DX拠点」としても活用しています。令和6年度発注の鍵掛峠道
路横手地区法面工事において遠隔施工を実施し、その先進的な取り組み

が、国土交通省中国地方整備局のインフラDX事例として紹介されました。
　コマツは建設機械メーカーとしての信頼性はもちろんですが、それ以

上に「現場をどう良くしていくか」という熱い想いを持ち、現場の課題解

決に一緒に取り組んでくれるパートナーであると感じています。当社も地

場のゼネコンとしてDX推進のモデルケースとなることで、地域建設業全
体の発展に貢献していきたいと考えています。

　オペレーター歴は20年以上になります。遠隔操作を初めて体験したと
きは、やはり違和感がありました。例えば、建設機械特有の振動がないこ

とです。私たちは長年、機械の振動や音などを体で感じながら作業してき

ましたので、画面を見ながらの操作に慣れるまでは戸惑いもありました。

　ただ、操作は経験を重ねることで慣れてきますし、むしろ若い世代の方

が違和感なく受け入れられるかもしれません。実際に使ってみると遠隔

操作ならではのメリットも実感しています。特に魅力を感じるのは作業環

境の快適さです。車内は空調が整っており、夏や冬の厳しい環境下でも

安定して作業できるため、身体的な負担は大きく軽減されました。一方で、

画面越しでは奥行き感がつかみにくく、実機と比べるとまだ慣れが必要な

部分もあります。現在は法面整形などを中心に活用していますが、カメラ

視点の改善などによって、更に作業性が向上することを期待しています。

　将来的には、1人のオペレーターが複数の現場を管理・施工することも
可能になると考えています。現場の生産性を大きく変える可能性を秘め

ており、将来性は無限大だと感じています。

　コマツは、遠隔操作技術の実用化を進める一方で、一般

建機の自動運転技術の開発も加速しています。2025年に
は、自動運転ソフトウエアを開発する株式会社ティアフォー、

EARTHBRAIN、コマツの3社で、土木・採石現場向けのアーティ
キュレートダンプトラック「HM400」と、リジッドダンプトラック
「HD785」の自動運転技術の実用化に向けた協業を開始しま
した。2027年度までの実用化を目指し、現在は現場での試験
運用・実証を進めています。

　建設現場は、地形や施工条件が日々変化するため、あらかじ

め設定した地図やルートだけに依存した自動運転では十分で

はありません。そのため、走行や停止といった基本動作に加え、

現場環境の変化に対応した積み込みや運搬、排土といったダン

プトラック特有の作業についても検証を進めています。

　自動運転技術の開発が世界的に進むなか、コマツの強みは自

動運転技術だけではありません。発売から10年が経過したス
マートコンストラクション®を通じて、建設現場の施工全体を最
適化するソリューションを進化させてきました。お客さまの現場

で培ってきた知見とデータを活用することで、日々の施工条件

の変化に柔軟に対応しながら、「現場で使える自動運転」を実現

できる点が、コマツの強みです。

　コマツは、遠隔操作技術と自動運転技術、さらには施工全体

を最適化するデジタルソリューションを組み合わせることで、お

客さまの安全性向上と生産性向上に貢献していきます。

取締役副社長 経営企画室長 檜山 直稔氏（左）
土木部 統括部長 小西 久雄氏（右） 

現場でオペレーターを務める
株式会社髙森工業 髙森 徳典氏 

自動運転の検証を進めるアーティキュレートダンプトラック「HM400」

「移動型DX拠点」の利便性は期待以上

現場の生産性を大きく変える可能性を秘めている 

お客さまの現場課題に応える次世代技術の開発
株式会社鴻治組（広島県）

モビリティーオフィスを使用しているお客さまの声 

モビリティーオフィスの外観（左）と、車内の操縦スペース（右）
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入しました。その後も現場ごとの課題に応じて継続的な機能強化と改善

を重ねた結果、2026年4月には超大型の鉱山向け無人ダンプトラックの
累計導入台数が1,000台を突破しました。
　AHSでは、中央管制システムが各車両の位置や稼働状況をリアルタイ
ムで把握しながら、運行全体を監視・管理します。そして、GNSS （Global 
Navigation Satellite System）などの位置情報をもとに、ダンプトラッ
クが自律的に走行し、搬送、排土します。人が危険エリアへ立ち入る機会

を極力減らすことで、導入以来、人身事故ゼロという実績を積み重ねて

きました。

　また、フリート・マネジメント・システム「DISPATCH」は鉱山の混雑状
況に応じて最適なトラックの行き先を決定し、その指示に基づいて車両

制御システム「FrontRunner」がトラックを自動走行させることで、人為
的なばらつきやミスを抑制します。これにより、積込～運搬プロセスにお

ける待ち時間や、オペレーター交代時のロスタイムを低減し、生産性の

向上とその安定化に貢献しています。さらに、最適な車両制御技術によ

り急加速や急ハンドルを抑えることでタイヤ寿命の延長や燃費改善にも

つながっており、環境負荷低減にも貢献しています。

鉱山機械は10～15年という長期間にわたって使
用されることから、コマツと販売代理店は鉱山ごと

にきめ細かいサポートを提供して現場の安定稼働

を支え、お客さまとの信頼関係を構築しています。

　このようにAHSは、鉱山現場における安全性、
生産性の向上、環境負荷の低減を通じて、社会・

経済の両面で価値を生み出しています。コマツは

2025年度にインパクト会計*2を採用し、AHSが
2024年度に創出した社会価値を約3,600億円と
算定しました。こうした価値は、長年にわたりAHS
を活用してきたお客さまからも高く評価されてい

ます。

*1  鉱山オペレーションを最適化するために、ダンプトラックの配
車を自動で計算し提案するソリューション

*2  企業が社会や環境にもたらす影響（プラスおよびマイナスのイン
パクト）を数値や金銭価値に換算し、財務情報とあわせて評価す
る会計手法

成長戦略

特集1：自動化・遠隔操作化で切り拓く未来（鉱山機械）

　鉱山業界では、電動化の進展や再生可能エネルギー設備の拡大など

を背景に、銅やリチウムをはじめとするクリティカルミネラル（重要鉱物）

の需要が世界的に高まっています。こうした需要を支える鉱山現場では、

過酷な環境下での安定的な長時間稼働が求められます。加えて、わずか

な運転ミスが重大事故につながるリスクもあるため、鉱山内の安全性を

確保しながら生産性を最大化することがお客さまにとって最も重要な経

営課題となっています。こうした背景から、安全性と生産性の向上を図る

取り組みの一環として自動化技術のニーズが高まっています。

　コマツは、1970年代半ばから自動運転に関する基礎研究を開始しまし
た。1990年代には、FMS（フリート・マネジメント・システム）*1を強みとす

るモジュラーマイニングシステムズ社（MMS、アメリカ）をグループに迎え
入れ、コマツの車両制御技術とMMSの運行管理技術を融合。実用化に
向けた長年の開発を経て、2008年に世界で初めてAHS（Autonomous 
Haulage System：鉱山向け無人ダンプトラック運行システム）を商用導

■  鉱山オペレーションの未来を切り拓くAHSの価値 

AHSの仕組み

　2026年4月、コマツは鉱山向け超大型無人ダンプトラックの累計導
入台数1,000台を達成しました。記念すべき1,000台目は、Barrick 
Mining CorporationsのNevada Gold Mines（アメリカ）に導入されま
した。この節目は、長年にわたりお客さまと共に自律運転技術の向上を

続けてきた成果であり、安全で生産性が高く、持続可能な鉱山の実現に

向けた新たな一歩でもあります。

　鉱山業界では、安定した資源供給への期待が高まる一方、労働条件の

多様化や鉱山オペレーション環境の複雑化、安全性向上、環境負荷低減

への対応など、多くの課題に直面しています。こうした課題に対し、コマ

ツは単に機械を提供するのではなく、お客さまと協力してお客さまの現

場に継続的に価値を提供する最適なソリューションを提案することを大

切にしてきました。

　コマツはAHSの商用導入以来、世界各地の鉱山現場で得られたオペ
レーションの知見を活かしながら、継続的にソリューションの高度化を進

めてきました。こうしたお客さまとの協業を通じた取り組みにより、AHSは
より安全な作業環境の実現、オペレーションの安定性・一貫性の向上、さ

らにはエネルギーをはじめとする資源の効率的な利用に貢献しています。

　このパートナーシップについて、Barrick社からは次のようなコメント
をいただきました。

コマツノースアメリカ株式会社
Mining & Company Stores
SVP
John Ward III

お客さまと共に自動化を推進

現地法人とお客さまの声
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　このような視点は、自律化の価値が個々の作業の自動化にとどまらな

いことを示しています。AHSは、オペレーターの安全性向上に寄与し、安
定的で効率的、かつ持続可能性の高いオペレーションの実現に貢献しま

す。こうした価値を実現するためには、お客さまとの継続的な協力と知見

の共有、長期的な取り組みが不可欠です。

　1,000台目となる無人ダンプトラックの導入は、コマツの自律化への
歩みにおける一つの重要な節目となりましたが、今後も世界中のお客さ

まや販売代理店と緊密に連携し、現場が直面する課題の解決につながる

ソリューションの開発を通じて、より安全で、生産性が高く、持続可能な

鉱山操業の実現に貢献していきます。

　AHSの導入で、鉱山現場における安全性と生産性の向上が着実に進
んでいます。一方で、鉱山ごとに異なる地形や路面状況、採掘条件に柔

軟に対応しながら、機械の停止時間を最小限に抑え、性能や機能を高め

ていくことが新たな課題となっています。コマツは、こうした課題に対し、

ソフトウエアを活用して継続的な機能改善と鉱山全体の最適化によって、

更なる価値向上を目指しています。

　その取り組みの一環として、コマツは次世代鉱山機械の基盤となる

SDV*3アーキテクチャと、自動化車両プラットフォームの共同開発を進め

ており、2025年にはApplied Intuition社との協業を開始しました。コマ
ツが目指しているのは、鉱山機械自らが現場の特性や状況変化を継続的

に学習し、それぞれの現場環境に応じて最適な制御や機能改善を行う次

世代の鉱山機械の実現です。これにより、現場ごとの条件差に対応しな

がら、より安定した運用と継続的な性能向上を図っていきます。

次世代アーキテクチャ
次世代の鉱山機械と鉱山プラットフォームで鉱山オペレーション全体を最適化

次世代の鉱山機械
自ら学習し、最適な制御や機能改善を行う

現場データを
リアルタイムで把握し

計画・設計に
即座に反映させる

鉱山プラットフォーム

■  鉱山現場の課題に応える次世代技術の開発 　SDVアーキテクチャの採用により、鉱山機械のライフサイクル全体を
通じて、ソフトウエアを柔軟かつタイムリーに更新できるようになります。

これにより、機械を止める時間をできるだけ抑えながら、性能や機能を継

続的に改善し、現場に新たな価値を提供できる基盤の構築を目指します。

　コマツは鉱山オペレーション全体をつなぐプラットフォームの構築も進

めています。鉱山プラットフォームと次世代の鉱山機械を連携させること

で、現場の状況をリアルタイムに把握し、その情報を採掘計画や鉱山設

計に反映。計画と実績の差異を可視化し、鉱山運営の最適化に貢献しま

す。さらに、人・機械・データをデジタル技術でつなぎ、鉱山全体を一体の

システムとして捉えることで、より安全で効率的かつ持続可能な次世代

の鉱山運営の実現に取り組んでいきます。

　コマツは、次世代の鉱山機械の開発を鉱山機械分野における新たな

顧客価値創造に向けた重要な成長投資と位置付けています。お客さまに

とって「安全で生産性の高いクリーンな現場を実現するソリューション

パートナー」として、今後も技術革新を加速していきます。

*3 Software Defined Vehicle：ソフトウエアを更新することで機能を拡張できる車両

鉱山現場の将来像

Nevada Gold Minesで稼働するコマツのAHSトラック

特集1：自動化・遠隔操作化で切り拓く未来（鉱山機械）

　AHSは、Nevada Gold Minesにおける従業員の仕事の質と、
生産目標を達成する方法の双方を向上させました。搬送作業を

自動化し、安定したオペレーションを実現することで、オペレー

ターがより安全でより高度な技術を要する業務に携わることを

サポートするとともに、エネルギー利用の効率化と環境負荷の

低減にも貢献しています。コマツと協力していくことで、生産性

を更に高めながら、従業員と地域社会にも恩恵をもたらす大き

な可能性があると考えています。

Barrick社コメント
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